
どんな教育プログラム…？

希土類ってなに？

国内外の研究施設にインターンシップへ

第一線で活躍する非常勤講師による講義

国立大学法人　室蘭工業大学　大学院工学研究科

充実した万全のサポートが魅力的 !!

充実した万全のサポートが魅力的 !!

お問い合わせお問い合わせ
コチラまでコチラまで

環境調和材料工学教育プログラム

「ハイテク産業のビタミン」とも言われる希土類元素に
スポットを当て、希土類元素の特性、資源とその精製法
から希土類材料が発揮するこれまでにない機能、
さらにはそのリサイクル方法を学び、未来のハイテク産業を
担う研究者・技術者を育成する教育プログラムです。

「レアアース」とも呼ばれ、金属元素の一部のこと。（図参照)
元素記号をみると、難しく捉えてしまう人もいるかもしれませんが、
実は普段から何気なく使っている身近なものの中にも
希土類は使われています。

例：パソコン・携帯・エアコン・自動車・ＣＤ/ＤＶＤ/ＨＤＤ/ＵＳＢ・
　  蛍光灯・レントゲンフィルム・光ファイバー・医療用品・セラミック・
　  燃料電池・風力発電など。

自動車の排気ガスの有害成分を分解するのにも用いた触媒が
使われています。
最近では、ハイブリットカーや太陽光発電など良く耳にする話題の
ものにもクリーンなエネルギーとして用いられています。

　世界各国の有名な研究機関や国内の最前線の研究機関
においてインターンシップができます。
　実践を積み、知識だけでなく現場でのノウハウなどを培う
ことができることが最大の魅力。実践期間中の滞在費なども
サポートされるので安心して学ぶことができます。

　大手企業や有名研究機関で働く方々をお迎えし、
普段聞くことのない様々な興味深い話を聞くことができます。
　　≪非常勤講師　招聘実績≫
　産業技術総合研究所／東京大学生産技術研究所　
東北大学／野村総合研究所／ＮＩＭＳ／名古屋大学
　シャープ株式会社／株式会社 三徳（順不同）

他研究室での短期実習へ

　専攻科目の垣根を越えた他研究室への短期実習が可能に。
専門分野以外の研究室で新しい発見と刺激を得ることができ
ます。様々な方向から考え、そこから生み出す力をつけることは
必要とされるアイディアマンになるための第一歩とも言えるで
しょう。柔軟な思考力・解決力をつけるためには多岐にわたる
経験が必須です。

環境調和材料工学教育プログラム推進室

X109室
TEL/FAX：0143-45-5644  　内線専用　5677
E-MAIL：senshin@mmm.muroran-it.ac.jp 
URL：

 
http://www3.muroran-it.ac.jp/senshin/

 



環境調和材料工学教育プログラム履修案内 
 

 「環境調和材料工学教育プログラム」は，希土類元素（レアアース）にスポットを当て，

希土類元素の特性，資源とその精製法から希土類材料が発揮するこれまでにない機能，さら

にはそのリサイクル方法を学び，未来のハイテク産業を担う研究者・技術者を育成する教育

プログラムです。本教育プログラムは，本学大学院全専攻の学生を対象とし，修了者には，

「室蘭工業大学大学院工学研究科環境調和材料工学教育プログラム修了証」が授与されます。

これまでに，189名（平成 25年度：24名，平成 26年度：17名，平成 27年度：27名，平成

28 年度：27 名, 平成 29 年度：21 名，平成 30 年度：22 名，令和元年度：28 名、令和 2 年

度：23名）に，修了証が授与されています。 

 この教育プログラムに関する詳しいガイダンスを下記の要領で行いますので，興味のある

院生や参加希望の院生は出席して下さい。 

 
 

 ◆ 令和 3年度 履修ガイダンス 

 日時：2021年 4月 9日（金） 10:25 ～ (40分程度を予定) 

 場所：Zoom(ID等は Moodleでお知らせします) 

 対象：環境調和材料工学教育プログラムの履修を検討している院生 

 ※ 大学院履修要項と筆記用具を持参すること。 

 ※ 副専修科目として履修を検討している院生も参加可能です。 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先： 

           環境調和材料工学教育プログラム事務室 X109室 

     Tel 0143-46-5644 / e-mail: senshin@mmm.muroran-it.ac.jp 

補足 
環境調和材料工学教育プログラムでは下記の基盤科目を開講する。 

先進マテリアル工学概論  Q１ 金曜日 3,4 時限目開講  
環境調和材料工学概論         Q２ 金曜日 5,6 時限目開講 
希土類材料工学特論 A   集中講義 
希土類材料工学特論 B   集中講義 

集中講義の開講日程は決まり次第、E メール、掲示などで通知する。 




